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東京音楽大学卒業、同大学研究牟修 Lウ イーン回立歌嫁1場宮廷歌手ミリャ
コヴイッチ女史との出会いを機に92年渡欧.同年バイエルン州立コーブルク歌

瘍」場に認められ、『ドンカルロJエリザベッタで1欧州1デビューを果た魂 その後

ドイツを拠点に欧州各地でヴェルディ、プッチーニ作品を中心にタイトルロール

を歌い、中でも蝶々夫人は最多な出,●回数を誇る。主な音楽祭出演にはウイー

ン音楽週・ l「クラングボーゲンJ、 ブダペスト春の音楽週 l・|、 トッレデルラーゴ

(伊 )プッチーニフェステイバル等がある.日本での本格的タイトルロールデビ

ューは、96年東京、大阪での浅利慶大演出小澤征爾指揮による『蝶 夫々人』

(02年東京、北京で再漬).07年に15年間のコーロッパ生活を終えた帰国後

は、日本71」演となった二期会 Fエツプトのヘレナ』をはじめ、『ナクソス島のアリ

アドネ」などのRシュトラウスや『ワルキューレ』ブリュンヒルテスジークリンデな
どのワーグナーから、FオテロJ『マノンレスコーJなどのイタリアものまで

'冨

広

いレパートリーで活躍.近年では11年『アイーダJ(びわ湖ホールイ申奈川県民ホ
ール)及び二期会『トゥーランド′卜』それぞれタイトルロール、13年新日立嫁1場
『ホフマン物語Jジュリエッタ、14年二期会『ドンカルロJエリザベッタ、日生劇

場「アイナダマールJマルガリータシルグ等で、高い音楽性を披露している。
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をはじめ、二期会、}生康1場等数々のオ
ペラ公演において音楽スタッフおよび本

番ピアニストとして参力n。 また東京 IFt声

合 I昌 団とは全国各地の演奏会で共演.

おもに声楽のリサイタル等、伴奏ビアニス

トとして演奏活動を行っている。

現在、東京音楽大学及び大学院J「常勤

講師.■期会オペラスタジオピアニスト.
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●シューベルト/ます
シューベルトは、31歳 という短い生涯で600曲以 Lの歌曲を書いた。「ま例 は1816ヽ 17年頃の作品.テキ
ストは反体絆1詩人シューバルトの詩で、J'|で泳いでいるますを漁師力:釣る様子が■かれている.後年シュー
ベルトはピアノ五重奏曲の第4楽章にこの主題を用いた。

●シューマン/献呈 はすの花

HH H解 説 真嶋 ll人

シューマンが歌山集「ミルテの花Jを書いたのは1840年 .想いを寄せるクララとの結婚が、ようやく実現す
る兆しを見せて来た頃で、その年多くの歌曲が倉1作された。ミルテとは地中海沿岸に咲く白い花。ドイツでは
純潔を表し、花嫁のブーケに使われる。花言葉は「愛J。 ゆえにシューマンは結婚前日にこの川集をクララに
献呈したのである。その第1曲が「献呈」、「はすのイιJは第7円 。ともに恋人に対する真摯な情熱をIF課 し
ている。

●ヨーゼフ マルクス/森の幸せ 愛がお前の心に宿つたなら
オーストリアに生まオtたヨーゼフマルクスが、後期ロマン派を標榜する作II家 として知られるようになった
のは、30歳頃に書いた120曲ほどの歌‖によってである.その後マルクスは、ウィーンロ立音人の教授や学長
を務めた他、交響曲をはじめとする管弦楽lh、 ビアノ協奏出、多くの室内楽曲を書いたが、マルクスの特徴を
もっとも表わしているのは歌山である。デーメルの詩による1911年 の「森の幸J、 ヘイゼの詩による1908年
の「愛力`お前の心に宿ったならJは ともにロマンティックllま りない佳‖である.

●ロッシーニ/踊リ コンドラの舟遊び 約束 アルプスの羊飼いの娘
ltビリアのデI贅 mJなどで力られるイタリアの作11家ロッシーニは 401山 ものオペラを遣した.他にも「ア
ルジェのイタリア女Jや |チェネレントラJ、「tミ ラーミテJ、「オテロJなニ シリアスなオペラや11:歌腺1の画面
で人ヒットを■発、20代なからその名声はヨーロッパ中に■き渡った.
けれどもロッシーニは、「ウィリアムテルJを最後にオペラの倉1作から引退、まだ40代の若さで隠居生活に
人り、‐F食を生きがいとしてパリで余生を送った,それでもその後、少しの歌曲や宗教曲を手Iトナ、1837年 t‐

に「音楽の夜会Jと題する8つのアリエッタと2つの二重唱を含む1211の歌山集を出版した。
もっとも力lられている「踊りJは第811、「ゴンドラの舟遊υ]は第7曲、「約束Jは第1由、そして「アルプ
スの羊n・lいの娘Jは第6出 L

● 中 山晋 平 /ゴ ンドラの唄 (吉丼勇 詞/岩河智子 :編作)砂 山 ロヒ原白秋:詞′岩河智子:編4)
「シャボンエJ、 F~るてる坊主J「カチューシャの唄J、「東京行進‖Jなど童謡や日本歌山 流行歌など
を創作した中山晋Tの作品は、なんと1800曲近くもあるという。独特の作lllで知られるが、「ゴンドラの唄J
は1915年、島村抱月が松

'「

須磨子らと旗揚げした芸術座第5回公演「その前夜Jの慮1中歌として松リトが歌唱、
大ビットとなる。また「砂山Jは、山日,I作の11も あるが、当初北原白州が1922年にtr潟で作詞し、  に作
‖|を依頼したもの.山‖は翠年同じ詩に曲を付けた。

●岡野貞―幅野辰之嗣/岩河智子編作)/故郷
同野貞―は「春が・FたJ、「春の月

'J、
「朧月夜Jな どをil作 した作山家である。キリスト教徒として宣教

師からオルガンを学よ 東京音楽学校で研螢を積んだ。後年、同校の.・ Ft授として指導にあたったが ギ常小
学唱歌の作曲委員としても活躍、「故郷Jは広く歌われる名曲である。

●ヘンデル/歌慮1「セリレセい,なつかしい木陰
「ラルコJの愛称でよく知られているこのIIは、歌球1「セルセ (クセルクセス)JF.1幕 の冒工1で歌われるク
セルクセスにの美しいアリス「これほど緑力:単かで美しい木資はこれまでになかっ7Jと歌われる「なつかし
い木陰 (オンプラマイフ)は、しみじみとした深いltわいに温れている。

●ブッチーニ/歌劇「ラボI―ムJょり私の名はミミ
1896年 に初洒iされたブッチーこの代 l_ll歌嫁1のひとつ「ラボエームJは、自由な生き方を目指すボヘミアン
たちのパリでの物語。詩人ロドルフォとお針子のミミは、第1幕で偶然出会って恋に落ちる。ロドルフォの「

‐
の

冷たき手にJに続き、「私の名はミミJで自らを言「 る.

0レハール/喜歌飢ジュディ′夕いり熱き口づけ
|ジュディッタJは、「メリー ウィドウJで知られる歌劇作‖1家レハールが1933年 に書いた最後の青歌襟1で、
翠年ウイーン国立歌嫁1場で初演された。地中れを舞台に、外人割

`隊

の■官と人去ジュディッタとの恋物語.
「熱き口づ1月 は第4ネでのジュデイッタの情熱的なアリス

●プッチーニ/歌慮|「マノンレスコーJょり間奏曲(ピァノソロ)
1898年に初洒|された、プッチーこの代表|1歌慮|であり、一躍脚光を浴びた出世作。以降フッチーニは、次々
とヒノト作を生み出していく。これは第2幕と第3幕の間に演奏される、仄暗いlT情が横溢するきわめて美し
い間奏II.

●ワークナー/歌劇「タンホイザーJょりおごそかなこの広問よ
「タンホイザーJと「ヴァルトブルクの歌合戦Jと いう2つの伝説をもとにワーグナーが占いたのが、全3幕の歌
嫁1「タンホイザーJで 1845年に初演された。「おごそかなこの広lH3よJは第2幕、中世ドイツの吟遊詩人騎十タ
ンホイザーに密かに,い寄せるエリザベートllLが 久 に々歌の殿堂での歌合戦に参加する喜びを歌う。

●プッチーニ/歌劇「トゥーランドツトJよりこの官殿にて itま Ⅲうたい |■ ,■ ■ま,


